




















(1) 放射性ヨウ素標識 DCP 誘導体の合成と評価 
既報の DCP 誘導体(CDCP)より誘導した IDCP を合成し、さらに放射性ヨウ素原子
(125I) を導入した[125I]IDCP を放射化学的収率 13%、放射化学的純度は 95%以上で得た 
(Figure 1A)。水晶振動子マイクロバランス(QCM)法を用いてリコンビナントヒト
survivin タンパク質(rSurvivin)への親和性を評価したところ、IDCP(Kd=117 nM)も
CDCP(Kd=118 nM)と同様に rSurvivin への結合性を有する事が明らかになった。続いて、
survivin を高発現している乳がん由来の MDA-MB-231 細胞、および survivin をほとん














Figure 1. (A) Chemical structures of DCP derivatives.  
(B) Binding of [125I]IDCP in MDA-MB-231 cells and 
MCF-10A cells. Non-specific binding was determined in 
the presence of CDCP (50 µM).*P < 0.01.Values are 





されたが、今後 in vivo における腫瘍への集積性向上のために、置換基等の検討による
体内動態の改善が必要である。 
 
(2) 放射性ヨウ素標識 PI 誘導体の合成と評価 
(1)の検討において、survivin 標的分子ががんのイメージング剤として展開できる可
能性が示されたため、survivin への親和性や体内動態の改善を目指し、新たな骨格を
有するイメージング剤の開発を試みた。既報の survivin 結合分子である PI 誘導体(S12)
の Br 原子を I 原子に置換し、さらに異なる置換基を導入した IPI-1, IPI-2, IPI-3 をそれ
ぞれ合成し (Figure 2A)、rSurvivin への結合性を QCM 法にて評価した。その結果、IPI-1
が rSurvivin へ最も高い親和性(Kd= 68 nM)を示したため、[125I]IPI-1 に関するさらなる
検討を行うこととした。[125I]IPI-1 は、スズ前駆体を用いて、放射化学的収率 95%、
放射化学的純度 95%以上で合成に成功した。続いて、in vitro 結合実験を行ったところ、
[125I]IPI-1 は、MCF-10A 細胞に比べて MDA-MB-231 細胞へ有意に高い結合を示し、
MDA-MB-231 細胞において S12 による有意な結合阻害が観察された。担癌マウスを
用いた in vivo 評価では、腫瘍/血液比は 1 以下であったが、腫瘍/筋肉比は、投与 180
分後に最大値(2.4)となった (Figure 2B)。以上の結果から、DCP 誘導体に比べて survivin
への親和性は向上し、若干の体内動態の改善が見られたことより、PI 誘導体の新規腫
瘍イメージング剤としての可能性が示された。今後は、さらなる置換基等の検討を行
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